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１．はじめに
近年、地球温暖化などグローバルな環境問題がクローズアップされ日々のニュースでも取り上げ
られるようになった。また日常生活では、自治体や環境団体、また市民において3R（Reduce：減
らす、Reuse：再利用する、Recycle：再資源化する）運動（Refuse：断る、を含めて4Rなどとい
う場合もある）を始めとしてリサイクル社会の構築に向けての活動が活発に行われている。
このような環境保護運動は、果たしてどの程度地球に優しいのか、定性的な話ばかりが先行し、
いささか科学的な視点が軽んじられているのではないかという疑問を筆者は抱いている。
本研究ノート（以下、本稿とする）では、特に再生紙の利用について焦点を当て、再生紙を利用
することが本当に地球環境に与える影響（負荷）を減らすことに繋がっているのかについての検討
課題を洗い出していきたいと考えている。
２．紙の生産量と古紙の利用率について
この章では、紙の生産量と古紙の利用率について焦点を当ててみる。ここで改めて「古紙」の定
義を調べてみると、日本工業規格（JIS）の紙・板紙及びパルプ用語（JIS P 0001 番号2058）に、
「使用済み又は加工工程から回収した紙又は板紙。再パルプ化して紙又は板紙を製造するときに再利
用する」と定義付けられている。つまり、単なる古い紙はここでは「古紙」とは呼ばない。一方、
本稿でテーマとした「再生紙」については厳密な定義はまだないが、一度｢紙｣（板紙も含む）とし
て使用され、回収された古紙を配合した、いわゆる古紙入りの紙のことである。現在、わが国では
その配合率については規制（定義）がない。従って、古紙が少しでも配合されていれば再生紙とい
える。言い換えると古紙配合率が1%でも100%でも「再生紙」であるということができる。
この古紙の利用については、（財）古紙再生促進センターが名前の通り促進を行っている。ここから
は、（財）古紙再生促進センタ ［ー1］からの統計データ等を基に話を進めることにする。図1は、1994
年から2006年までの紙・板紙の生産推移（紙と板紙の合計）を表している。この図を見ると、その
グラフの傾向は1994年から2000年までは1998年に一旦生産量が減少しているものの、その後再度
上昇に転じており2000年にピークを迎える。一方で2000年から2001年にかけて一旦生産量が下が
り2003年まで微減、その後は微増傾向にある。
また、図2は1994年から2006年までの古紙・パルプの消費推移を表している。古紙消費について、
135
1994年から2006年にかけて、年毎の変動はあるもの全体としては拡大傾向にある。一方でパルプ
消費の方は、1994年から1997年にかけて微増傾向にあるが、その後1999年まで微減する。2000年
で一旦多少増加するが、その後2003年まで減少傾向、そして2006年までほぼ平行状態なる。パル
プ消費については、この13年間の傾向は全体としては縮小傾向であると言えるのではないだろうか。
図3は、1994年から2006年までの古紙回収率・利用率を表している。古紙回収率の方は、1994年
から2006年まで全体としてグラフは上昇傾向で2006年には回収率72.4%となっている。また、古紙
利用率は古紙回収率と同様に全体としてグラフは上昇傾向であるが、2003年以降ほぼ横這いとなっ
ており、2006年には利用率60.6%となっている。なお、（財）古紙再生促進センターによると、日本
の製紙業界は古紙利用率を2010年度までに62%を実現することを目標にしているとのことである。
図1、図2及び図3からは、最近5年くらいの間（2000年～2006年）には全体として生産量が微増
に抑えられ、古紙の消費が上昇傾向、一方でパルプの消費が減少傾向であることが分かる。また、
古紙の回収率及び利用率が伸びている様子が見て取れる。まとめると、紙のリサイクルが進んでい
る状況にあることがデータからも理解できる。
一方で、古紙利用率が約60%ということは、約40%が木材由来の新品パルプである。2006年のパ
ルプ消費は12,266千トンである。1本の木（高さ14m程度の木）から生産できる紙は約50kgと言わ
れている。これを基に単純計算による試算を行うと、年間約24532万本の木が伐採されていること
になる。木材に使われる木は到底1年では成長しないが、この辺りは、森林経営や管理などの問題と
なってくるので次稿以降に検討して行きたいと考えている。
ここで、図4及び図5は、2005年及び2006年の国別の紙・板紙生産高及び消費量を表している。
このグラフによると、日本は生産高及び消費量で世界第3位であり、生産及び消費大国であると言え
る。また、これまでは日本の状況を見たわけだが、地球環境に優しいのかという観点から考えるに
は、この図に示されるように他国、特に1位と2位の米国と中国の状況を踏まえなければいけないこ
とが分かる。
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図1：紙・板紙の生産推移
図2：古紙・パルプの消費推移
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図3：古紙回収率・利用率の推移
図4：国別の紙・板紙生産高
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図5：国別の紙・板紙消費量
３．その他の検討課題
まず、リサイクルプロセスが検討課題として挙げられる。例えば、紙を再生するに当たって、回
収する古紙に入れてはいけない紙（昇華転写紙など）や異物（磁性インク、金属片、粘着物、プラ
スチックフィルム、布、合成繊維など）があるが、その中でいったん混入すると古紙処理工程等で
除去ができないことから、古紙再生のプロセスにおいて大きな問題となっている。
次に、資源や物質について、つまり、CO2に換算したり、エネルギー換算したり、また他の資源
や化学物質をどの程度使用しているか、といった点が検討課題として挙げられる。例えば、日本製
紙グループ「環境報告書2003」［2］によると、「それぞれを原料とするモデル的な紙を標準的に作る
場合を考えると、紙1トンあたりの化石燃料由来のCO2は化学パルプで860kg、古紙パルプで
1,500kgくらいになります。化学パルプ製造に伴う黒液（バイオマス燃料）からのCO2を加えると、
この数値は逆転しますが、バイオマスは地球温暖化に影響しない（カーボンニュートラル）という
ことで国際的に合意されています。つまり、地球温暖化防止の上では化学パルプが優位です。」との
ことである。つまり、製紙会社自ら、古紙パルプを使用して紙を作る、すなわち再生紙は地球環境
に負荷を与えているといった主旨の内容を環境報告において記述している。
最後に、ビジネスに関連した社会的背景を検討課題として挙げたい。例えば、2007年12月11日
の産経新聞（Web版）［3］によると「東京都世田谷区内のごみ集積所から古新聞を勝手に持ち去った
として、区清掃・リサイクル条例違反の罪に問われた古紙回収業者の男（37）ら3人の控訴審判決
で、東京高裁の中川武隆裁判長は10日、１審東京簡裁の無罪判決を破棄、それぞれ求刑通り罰金20
万円を言い渡した。」とある。これは一見すると犯罪事件であるが、筆者はそればかりではないと考
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えている。
今回、本稿では全てにわたって検証を行うことが出来なかったが、次稿以降に検討を加えて行き
たいと考えている。
４．おわりに
環境問題については、当たり前のことであるが、様々な人が、様々な立場で、様々な視点から、
様々な意見を発表している。一見すると常識として本当らしく聞こえるものも、よく考えると間違
っているのではないかと思えるものがある。また逆に、間違っていそうだけどよく考えると本当な
のではないかと思えるものもある。色々と調査を行っていると、どれもが本当らしくまた嘘らしく
も聞こえる。
このような状態を最も表している環境問題は、「地球温暖化問題」であろう。この温暖化の問題に
ついては、CO2によって温暖化しているのだから削減しなければならないという「環境保護論者」
と、温暖化の原因はCO2でない、また温暖化が起こっているのかどうかも怪しいという「温暖化懐
疑論者」に大きく分けられる。筆者は現状ではどちらでもない。というのも、未だにはっきりと裏
付けるデータがないからである。
地球温暖化問題に限らず、正しいデータを正しく認識し、地球に、また社会に役に立つという視
点から、今後も継続的に調査・研究を続けて行きたいと考えている。
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